
木材の安定的な取引関係の確立（中部局例）

樹木採取権申請者
樹木採取区から 4,000㎥
既存生産量 12,000㎥
合 計 16,000㎥

川上 川中

川下

木材商社1,000㎥
（原木換算）

※カラマツ横架材(RW代替)

○○製材
増加量 1,000㎥
原木消費量 15,000㎥
合 計 16,000㎥
※カラマツ横架材を生産

○○木材センター
樹木採取区から 4,000㎥
既存取扱量 150,000㎥
合 計 154,000㎥

A○○合板
増加量 1,000㎥
原木消費量 50,000㎥
合 計 51,000㎥
※カラマツ型枠合板を生産

○○建設
需要増加 1,000㎥

（原木換算）
※カラマツ型枠合板
(外国産代替)

新規需要

新規需要

イ 川中、川下へ採取区からの供
給量５割超を クリア

エ 申請者の生産量、採取区からの
生産量以上の増加を クリア

オ 川中の原木消費量、採取区
からの供給以上の増加をクリア

カ 採取区供給量相当が川下事
業者をはじめとした取引事
業者の新規需要開拓を クリア

ウッドショック
による新規需要

○○建設
需要増加 500㎥

（原木換算）
※未利用小径木を土木用の小

径木杭として利用

○○製材（工務店兼）
増加量 1,000㎥
原木消費量 20,000㎥
合 計 21,000㎥
※WW管柱からカラマツ管
柱に切替し系列で利用

○○バイオマス
増加量 500㎥

（原木換算）
※未利用材の利用

その他
○○木材センター(加工)
樹木採取区から 500㎥
原木消費量 5,000㎥
合 計 5,500㎥

ウッドショック
による新規需要

新規需要

新規需要

新規需要

協定必要

協定必要

協定必要

協定必要

協定必要

協定必要

協定必要

その他


